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カターレ富山グッズプレゼント
カターレ富山㈱酒井社長が抽選

こ
の
度
東
京
富
山
県
人
会
連
合
会
会
長
と
し

て
、
と
や
ま
フ
ァ
ン
倶
楽
部
の
代
表
世
話
人
の

一
人
と
し
て
ご
指
名
を
頂
き
ま
し
た
。
微
力
な

が
ら
倶
楽
部
の
お
役
に
た
て
る
様
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

県
人
会
の
発
足
は
大
正
5
年
、
私
達
郷
土
の

偉
大
な
先
達
、
安
田
善
次
郎
、
浅
野
総
一
郎
翁

等
が
首
都
圏
に
県
人
会
は
必
須
と
の
思
い
か
ら

設
立
、
今
年
で
1
0
0
周
年
を
無
事
に
迎
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

去
る
6
月
2
日
に
は
郷
土
に
所
縁
の
有
る
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
1
、1
0
0
名
を
超

え
る
多
く
の
皆
様
と
共
に
、
盛
大
に
記
念
祝
典

と
懇
親
の
集
い
を
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

県
人
会
連
合
会
は
、
各
出
身
地
別
会
、
首
都

圏
の
居
住
地
別
会
、
同
窓
会
や
富
山
県
所
縁
の

企
業
等
約
1
0
0
の
単
位
県
人
会
で
構
成
さ
れ
、

各
々
の
会
は
数
十
人
か
ら
数
百
人
の
会
員
規
摸

を
有
し
、
其
々
そ
の
会
の
特
色
を
生
か
し
た
活

発
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

連
合
会
の
主
な
行
事
は
、
2
月
に
そ
の
年
の

干
支
の
生
ま
れ
の
会
で
、
5
世
代
の
老
若
男
女

を
お
迎
え
し
た
楽
し
い
お
祝
い
の
会
、
3
月
に

は
定
時
総
会
、
6
月
に
は
県
人
会
連
合
会
の
最

も
大
き
な
行
事
で
あ
る
「
懇
親
の
集
い
」
を
、

ふ
る
さ
と
か
ら
富
山
県
知
事
、
県
議
会
議
長
は

じ
め
市
町
村
長
や
大
勢
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、

首
都
圏
在
住
の
富
山
県
出
身
者
、
富
山
県
を
愛

す
る
縁
故
の
皆
さ
ん
8
0
0
名
を
超
え
る
方
々

が
集
い
開
催
致
し
て
お
り
ま
す
。

式
典
で
は
、
昭
和
37
年
に
本
会
が
制
定
し
た

「
ふ
る
さ
と
賞
」
の
贈
呈
や
、
そ
の
年
に
叙
勲

褒
章
等
の
栄
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し

て
祝
意
を
表
し
て
お
り
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
賞
」
は
、
当
会
制
定
の
最
高
栄

誉
を
称
え
た
表
彰
と
し
て
、
愛
郷
の
心
を
以
っ

て
本
会
あ
る
い
は
各
県
人
会
の
活
動
に
於
い
て
、

ふ
る
さ
と
に
著
し
い
貢
献
を
頂
き
、
又
富
山
県

民
に
、
大
き
な
夢
と
希
望
を
与
え
て
頂
い
た
会

員
及
び
富
山
県
縁
故
者
に
お
贈
り
す
る
も
の
で
、

本
年
で
第
53
回
を
数
え
て
お
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
第
1
回
受
賞
者
は
、
大
谷
米
太

郎
氏
・
正
力
松
太
郎
氏
・
馬
場
ハ
ル
氏
・
福
井

直
秋
氏
・
吉
田
忠
雄
氏
に
贈
呈
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

懇
親
の
集
い
は
、
県
人
の
祭
典
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
の
芸
能
披
露
、
活
躍
す
る
県
人
の
紹
介
、

富
山
県
の
観
光
案
内
、
物
産
の
紹
介
と
即
売
、

皆
さ
ん
に
夢
を
与
え
る
大
福
引
抽
選
会
等
、

ま
さ
に
富
山
の
お
祭
り
に
相
応
し
く
、
旧
交

を
温
め
て
お
国
訛
り
が
飛
び
交
う
大
変
和
や

か
な
会
で
す
。

9
月
に
は
築
地
本
願
寺
に
於
い
て
、
そ
の
年

に
物
故
さ
れ
た
会
員
の
合
同
追
悼
法
要
が
厳
か

に
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
で
48
回
を
数
え
、
県
人

延
3
、7
0
0
名
が
過
去
帳
に
納
め
ら
れ
追
悼

を
捧
げ
て
お
り
ま
す
。
10
月
に
は
、
健
康
と
親

睦
を
図
る
た
め
、
恒
例
の
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
、

今
年
も
よ
み
う
り
ゴ
ル
フ
俱
楽
部
に
於
い
て
、

70
名
が
参
加
し
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
12
月
に

は
時
宜
に
合
っ
た
講
師
を
お
招
き
し
て
の
講
演

会
を
併
催
し
た
忘
年
の
集
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
事
業
の
企
画
・
実
施
に
つ
い

て
は
、
年
度
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
、
月
例
常

務
理
事
会
に
於
い
て
協
議
の
上
進
め
る
他
、
各

単
位
会
の
総
会
等
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加

し
情
報
交
換
と
親
睦
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

県
人
会
連
合
会
は
、
創
立
1
0
0
周
年
を
機

に
新
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
県
内
高
校
生

が
研
修
旅
行
等
で
首
都
圏
を
訪
れ
る
際
、
富
山

県
ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ
ト
を
案
内
し
、
ガ
イ
ド
役

と
成
り
、
子
供
た
ち
が
県
人
の
先
人
達
の
偉
業

を
学
び
、
ふ
る
さ
と
富
山
へ
の
愛
着
や
誇
り
を

深
め
る
機
会
を
与
え
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
今
年
は
8
校
の
高
校
生
を
ガ
イ
ド
い

た
し
ま
し
た
が
、
予
想
以
上
の
成
果
を
頂
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
更
に
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト

役
を
目
指
し
、
学
校
や
生
徒
の
意
見
を
反
映
し

な
が
ら
、
こ
の
事
業
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

主
要
事
業
の
ほ
か
、
趣
味
の
会
で
は
、
囲
碁

の
会
、
ダ
ン
ス
の
会
、
歩
こ
う
会
、
カ
ラ
オ
ケ

の
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
等
、
会
員
の
親
睦
と

交
流
を
深
め
る
機
会
作
り
に
寄
与
し
て
お
り
ま

す
。
又
ふ
る
さ
と
民
謡
の
会
で
は
、
去
る
11
月

三
越
劇
場
の
大
舞
台
で
、
ふ
る
さ
と
の
民
謡
、

「
越
中
お
わ
ら
」、「
麦
屋
節
」、「
こ
き
り
こ
」

の
唄
と
踊
り
を
、
新
内
の
富
士
松
鶴
千
代
さ
ん

と
共
に
ご
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

又
県
人
会
報「
富
山
と
東
京
」を
毎
月
発
刊
し
、

故
郷
富
山
県
の
出
来
事
や
、
こ
れ
ら
の
県
人
会

活
動
等
、
最
新
の
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
大
変
嬉
し
い
出
来
事
は
、
5
月
に
故

郷
富
山
県
よ
り
名
誉
あ
る
「
県
民
ふ
る
さ
と
大

賞
」
を
受
賞
。
又
11
月
に
は
「
北
日
本
新
聞
文

化
賞
」
を
頂
載
し
大
変
光
栄
に
思
う
と
共
に
、

改
め
て
先
人
の
偉
大
さ
と
諸
先
輩
方
の
ご
苦
労

ご
努
力
に
、
敬
意
と
感
謝
を
表
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

故
郷
を
離
れ
て
60
年
、
山
紫
水
明
風
光
明
媚
、

海
の
幸
、
山
の
幸
、
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
等
、

自
然
豊
か
な
故
郷
を
誇
り
に
し
て
此
れ
か
ら
も

些
か
な
り
と
も
富
山
と
首
都
圏
の
橋
渡
し
役
が

出
来
る
様
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

プロフィール

「
郷
土
を
愛
し
、真
心
こ
め
て

　
　ふ
る
さ
と
へ
の
架
け
橋
を
」

桑
山 

征
洋
さ
ん

桑山 征洋（くわやま　ゆきひろ）
東京富山県人会連合会会長、
（一財）富山会館代表理事、
株式会社桑山代表取締役会長

1942年3月27日 富山県魚津市生まれ
1964年　桑山鎖創業
1970年　株式会社桑山貴金属鎖
（現 株式会社桑山）設立、代表取締
役社長に就任（2003年4月 代表取
締役会長に就任）
1994年　中国との合弁企業、無錫
金藤首飾有限公司董事長に就任
2003年5月　社団法人日本ジュエ
リー協会会長に就任（2007年勇退）
2010年　東京富山県人会連合会
会長に就任
2012年　旭日小綬章受章
2013年　（一財）富山会館代表理
事に就任
2016年　とやまファン俱楽部代表
世話人に就任
その他、日本貴金属製鎖工業組合理
事長を歴任し、現在では上野時計・貴
宝防犯協力会相談役、上野間税会
相談役など多数公職・役員を兼任。
趣味はゴルフ、海釣り。
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会
員
と
富
山
県
及
び
会
員
相
互
の
情
報
交
流
の
場
で
あ
る
「
と
や
ま
フ
ァ
ン
倶

楽
部
会
員
交
流
会
」
が
7
月
13
日
（
水
）、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
（
東
京
）
で

約
1
5
0
名
の
会
員
の
皆
様
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
新
入
会
員
の
紹
介
や
日
本
橋
と
や
ま
館
の
紹
介
な
ど
県
か
ら
の

P
R
の
ほ
か
、
カ
タ
ー
レ
富
山
グ
ッ
ズ
や
日
本
橋
と
や
ま
館
の
商
品
券
な
ど
が
当

た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
と
や
ま
牛
」
や
「
シ
ロ
エ
ビ
」
を
は
じ
め
富
山
の
新
鮮
な
食
材
を
使
っ

た
料
理
や
地
酒
を
用
意
し
、
会
員
の
皆
様
に
富
山
の
味
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
終
始
和
や
か
に
皆
さ
ん
の
話
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

挨拶

ＴＯＹＡＭＡ
ＦＡＮ ＣＬＵＢ

第21回

とやまファン
倶楽部

会員交流会

日本橋とやま館の商品券プレゼント
石井理事長より贈呈

お楽しみ抽選会

「日本橋とやま館」紹介
（山下館長）

新入会員の皆様紹介富山の観光ＰＲ
（きときと君）

宮腰衆議院議員

開会挨拶

石井知事（財団理事長）

開会挨拶

川田代表世話人

乾杯

福田代表世話人

お礼の言葉

大野県議会議長
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、

今
年
も
よ
み
う
り
ゴ
ル
フ
俱
楽
部
に
於
い
て
、

70
名
が
参
加
し
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
12
月
に

は
時
宜
に
合
っ
た
講
師
を
お
招
き
し
て
の
講
演

会
を
併
催
し
た
忘
年
の
集
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
事
業
の
企
画
・
実
施
に
つ
い

て
は
、
年
度
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
、
月
例
常

務
理
事
会
に
於
い
て
協
議
の
上
進
め
る
他
、
各

単
位
会
の
総
会
等
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加

し
情
報
交
換
と
親
睦
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

県
人
会
連
合
会
は
、
創
立
1
0
0
周
年
を
機

に
新
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
県
内
高
校
生

が
研
修
旅
行
等
で
首
都
圏
を
訪
れ
る
際
、
富
山

県
ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ
ト
を
案
内
し
、
ガ
イ
ド
役

と
成
り
、
子
供
た
ち
が
県
人
の
先
人
達
の
偉
業

を
学
び
、
ふ
る
さ
と
富
山
へ
の
愛
着
や
誇
り
を

深
め
る
機
会
を
与
え
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
今
年
は
8
校
の
高
校
生
を
ガ
イ
ド
い

た
し
ま
し
た
が
、
予
想
以
上
の
成
果
を
頂
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
更
に
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト

役
を
目
指
し
、
学
校
や
生
徒
の
意
見
を
反
映
し

な
が
ら
、
こ
の
事
業
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

主
要
事
業
の
ほ
か
、
趣
味
の
会
で
は
、
囲
碁

の
会
、
ダ
ン
ス
の
会
、
歩
こ
う
会
、
カ
ラ
オ
ケ

の
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
等
、
会
員
の
親
睦
と

交
流
を
深
め
る
機
会
作
り
に
寄
与
し
て
お
り
ま

す
。
又
ふ
る
さ
と
民
謡
の
会
で
は
、
去
る
11
月

三
越
劇
場
の
大
舞
台
で
、
ふ
る
さ
と
の
民
謡
、

「
越
中
お
わ
ら
」、「
麦
屋
節
」、「
こ
き
り
こ
」

の
唄
と
踊
り
を
、
新
内
の
富
士
松
鶴
千
代
さ
ん

と
共
に
ご
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

又
県
人
会
報「
富
山
と
東
京
」を
毎
月
発
刊
し
、

故
郷
富
山
県
の
出
来
事
や
、
こ
れ
ら
の
県
人
会

活
動
等
、
最
新
の
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
大
変
嬉
し
い
出
来
事
は
、
5
月
に
故

郷
富
山
県
よ
り
名
誉
あ
る
「
県
民
ふ
る
さ
と
大

賞
」
を
受
賞
。
又
11
月
に
は
「
北
日
本
新
聞
文

化
賞
」
を
頂
載
し
大
変
光
栄
に
思
う
と
共
に
、

改
め
て
先
人
の
偉
大
さ
と
諸
先
輩
方
の
ご
苦
労

ご
努
力
に
、
敬
意
と
感
謝
を
表
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

故
郷
を
離
れ
て
60
年
、
山
紫
水
明
風
光
明
媚
、

海
の
幸
、
山
の
幸
、
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
等
、

自
然
豊
か
な
故
郷
を
誇
り
に
し
て
此
れ
か
ら
も

些
か
な
り
と
も
富
山
と
首
都
圏
の
橋
渡
し
役
が

出
来
る
様
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

プロフィール

「
郷
土
を
愛
し
、真
心
こ
め
て

　
　ふ
る
さ
と
へ
の
架
け
橋
を
」

桑
山 

征
洋
さ
ん

桑山 征洋（くわやま　ゆきひろ）
東京富山県人会連合会会長、
（一財）富山会館代表理事、
株式会社桑山代表取締役会長

1942年3月27日 富山県魚津市生まれ
1964年　桑山鎖創業
1970年　株式会社桑山貴金属鎖
（現 株式会社桑山）設立、代表取締
役社長に就任（2003年4月 代表取
締役会長に就任）
1994年　中国との合弁企業、無錫
金藤首飾有限公司董事長に就任
2003年5月　社団法人日本ジュエ
リー協会会長に就任（2007年勇退）
2010年　東京富山県人会連合会
会長に就任
2012年　旭日小綬章受章
2013年　（一財）富山会館代表理
事に就任
2016年　とやまファン俱楽部代表
世話人に就任
その他、日本貴金属製鎖工業組合理
事長を歴任し、現在では上野時計・貴
宝防犯協力会相談役、上野間税会
相談役など多数公職・役員を兼任。
趣味はゴルフ、海釣り。

リレー
　エッセイ

29

会
員
と
富
山
県
及
び
会
員
相
互
の
情
報
交
流
の
場
で
あ
る
「
と
や
ま
フ
ァ
ン
倶

楽
部
会
員
交
流
会
」
が
7
月
13
日
（
水
）、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
（
東
京
）
で

約
1
5
0
名
の
会
員
の
皆
様
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
新
入
会
員
の
紹
介
や
日
本
橋
と
や
ま
館
の
紹
介
な
ど
県
か
ら
の

P
R
の
ほ
か
、
カ
タ
ー
レ
富
山
グ
ッ
ズ
や
日
本
橋
と
や
ま
館
の
商
品
券
な
ど
が
当

た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
と
や
ま
牛
」
や
「
シ
ロ
エ
ビ
」
を
は
じ
め
富
山
の
新
鮮
な
食
材
を
使
っ

た
料
理
や
地
酒
を
用
意
し
、
会
員
の
皆
様
に
富
山
の
味
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
終
始
和
や
か
に
皆
さ
ん
の
話
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

挨拶

ＴＯＹＡＭＡ
ＦＡＮ ＣＬＵＢ

第21回

とやまファン
倶楽部

会員交流会

日本橋とやま館の商品券プレゼント
石井理事長より贈呈

お楽しみ抽選会

「日本橋とやま館」紹介
（山下館長）

新入会員の皆様紹介富山の観光ＰＲ
（きときと君）

宮腰衆議院議員

開会挨拶

石井知事（財団理事長）

開会挨拶

川田代表世話人

乾杯

福田代表世話人

お礼の言葉

大野県議会議長
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当倶楽部の会員の皆様などにご協力をいただきながら行った事業を紹介いたします。

入門
内容

高岡市立伏木小学校6年生
田中　愛子さん

 「とやま賞」は、富山県の置県百年を記念し、富山県ならびに日本の将来を担う有為な人材
の育成に資する目的をもって昭和59年に創設され、今回で33回目を迎えました。
　受賞対象者は、富山県出身者、または富山県内在住者とし、学術研究、科学技術、文化・
芸術、スポーツの分野において、顕著な業績を挙げ、かつ、将来の活躍が期待される人に対
して、賞状、奨励金を贈呈して、その活動を奨励しております。
　今年度の贈呈式は、5月30日（月）に富山国際会議場メインホールで行われ、学術研究部
門で4名、スポーツ部門で1名の計5名の方々が受賞されました。

　この事業では、「将来こんなことがしたい」「こんな職業に就きたい」という「夢の卵

（将来の夢）」を作文にしてもらい、優秀作品として表彰された皆さんをその道の第一人

者のもとへ派遣する事業です。（平成16年度から始まり今年で13回目）

　今年度は、小学生の部1,999作品、中学生の部1,503作品、合計3,502作品の応募があ

り、その中から選ばれた4名の子どもたちに夏休み期間中、夢に一歩近づいてもらうため

に、短期入門してもらいました。

石井理事長より授与選考委員長講評 受賞記念講演

学術研究部門　医薬分野（免疫学）
マックスプランク研究所　ポスドク研究員
米谷　耕平 氏
抗体産生細胞への分化を司る遺伝子群の機能解明

学術部門　医薬分野（薬理学）
岡山大学大学院　医歯薬学総合研究科組織機能修復学分野　独立准教授
宝田　剛志 氏
組織機能修復／創薬応用を指向した間葉系幹細胞の基礎的研究

学術研究部門　理工分野（植物生物学） 
富山県立大学工学部生物工学科　講師
野村　泰治 氏
有用植物二次代謝産物の生合成機構の生化学的解明とバイオプロセスによる物質生産への応用

学術研究部門　人文・社会分野（認知科学・教育心理学）
名古屋大学大学院教育発達科学研究科　准教授
清河　幸子 氏
他者との相互作用を通じた創造的問題解決プロセスの解明

スポーツ部門　（競歩）
防衛省　自衛隊体育学校
谷井　孝行 氏
第15回世界陸上競技選手権大会50km競歩　3位

第33回受賞者

とやま賞「夢の卵」
育成事業

「みんなを笑顔にするまほうが使え
るパティシエに、なりたい」という夢
を抱いて、スーパースイーツ製菓専
門学校に短期入門しました。

入門
内容

富山市立八尾小学校5年生
鈴木小次郎さん
「梶田隆章さんのような物理学者に、
なりたい」という夢を抱いて、東京大
学宇宙線研究所附属重力波観測施
設と富山大学理学部に短期入門しま
した。

入門
内容

小矢部市立石動中学校2年生
西　　帆波さん
「救急医療の最前線で活躍するフラ
イトドクターに、なりたい」という夢
を抱いて、富山県立中央病院の小児
外科、救急救命センターに短期入門
しました。

入門
内容

南砺市立井口中学校2年
林　　天馬さん
「人のために役立つ災害救助ロボット
を設計するロボットエンジニアに、な
りたい」という夢を抱いて、千葉工業
大学未来ロボット技術研究センター
（fuRo）に短期入門しました。

梶田隆章先生と

手術室の見学 ドクターヘリ搭乗体験

ロボットのしくみ
ロボットの

操縦をしました

辻口学校長、
鎧塚シェフと

辻口学校長の
直接指導

KAGRA内の
反射鏡模型
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　今年度の会員交流会（7月13日（水）開催）のご案内にあわせて皆様からいただきましたメッセージを、
当財団のホームページ（http://www.t-hito.or.jp）に掲載させていただいております。

～皆様からのメッセージの一部を紹介～

「富山県への助言」の一部をご紹介します。

会員交流広場

　ふる里（小矢部市）を離れ、大
阪に住み始め、あと2年で50年に
なろうとしているのに、富山の味、
食文化、風の香りなど、なかなか
根っこの部分は変わることがあり
ません。
　例えば、冬が来ると、無性に「か
ぶらすし」が食べたくなり、大阪の
デパートを探し歩いたことも何度
かあります。百貨店で時折開催さ
れる「ふる里富山」の味めぐりなど
の企画は、うれしいものです。
　そして、豊かな散居村が今の私
を育んでくれたことに年々感謝して
いるこの頃です。

　大学から大学院在学中、毎年幼
馴染の友人達と立山登山を楽しん
でいました。急峻な立山連峰から
富山湾に続く、名前通りに霊峰に
囲まれた富山は、他県には見られ
ない独特な風光明媚な所で、中年
時代から富山に馴染み、毎年立山
登山をしていました。年を取ってか
ら多忙なことと、体力の衰えから
立山登山は割愛するようになりま
した。今一度挑戦を試みたいと
思っています。

　記念すべき第1回富山マラソン
を走りました。せっかく走るのだか
らと、夫婦で「満寿泉」のとっくり
の格好で参加しました。
　当日はたくさんの「満寿泉～頑
張れ！！」の応援を頂きました。
　また、これがご縁で舛田酒造の
酒蔵を社長にご案内頂きました。
もちろん、第2回も参加予定です。
新幹線が出来て、本当に近くなりま
した。

　新幹線の開通で、本当に富山が
近くて便利になりました。氷見市出
身ですが、同期からゴルフやクラ
ス会の声がかかるとすぐに出掛け
ます。
 「かがやき」の新高岡駅停車便を
是非もっと増やしていただきたい
です。
　テレビでもよく富山県について
の情報が最近多くなり喜んでい
ます。

　昨年は北陸新幹線開業でしたの
で、5回往復しましたが、今年は2回
行きたいと思っています。
　魚と水と空気が美味しい富山!!

　熊本地震発生から1ヶ月半経ち
ました。その節は、沢山の皆様から
暖かいお言葉、お心遣いをいただ
き、深く感謝いたします。
　まだ、毎日揺れますが、少しずつ
日常へ向かっています。心も少しず
つ元気になっています。この場をお
借りして、心よりお礼申し上げます。

　環境サミットが5月下旬に郷里で
開催されることを私達の誇りとし
ます。
 「世界で最も美しい湾」有磯海よ
り眺める立山連峰・剱岳ご来光の
神秘を先進国よりご来訪の方々へ
の思い出に。

　15歳になった夏、立山登山が言
わば、成人式であった。その時、父
が神通川の石を持って行って雄山
に積めと命じた。後で分かったこ
とだが、昔、加賀のものが越中の
立山より白山の方が高いと言われ
たので、越中人の負けん気の現れ
だったことが判明した。

　関東地域に居住する出身者は、
高齢化に加え、少子化を背景に特
に40歳代以降の人員が極少傾向
にあります。
　このことは、故郷を憂い想う絶
好の機会である「市町村の県人会」
「学校の同窓会」等が存続できな
い時代が確実に到来します。
　県人口の減少だけではなく、県
外に居住していても故郷に想いを
巡らしていた「とやま応援団人口」
も激減していきます。
　富山のより魅力のアップと、応
援団人口を増やす根本的な施策が
急務と考えます。
　例えば、出身者の子供・孫・ひ孫
を優先的に取り込む施策を発信し
てほしい。

　交通会館のアンテナショップを
よく利用しています。年末には大変
混雑していました。商売の範囲を
もっと拡大し、飲食もできれば有
り難いと思っています。

　外国人観光客の受け入れを積極
的に考えましょう。民泊、語学、お
もてなし、ドメスティック文化の再
確認、いずれも大事に育てましょう。

　気軽に友人、知人に渡せるB5以
下の小さいリーフレット（山、海、
食、史跡など）があれば渡し易い。
相手も鞄に入れて持ち帰れる。

　いずれ首都圏からの訪問者は少
なくなる。関西圏からの訪問者を
確保するため、以下のことはでき
ないか。

1.在来線特急を富山まで延伸（乗
換えをなくす）

2.新幹線車輌を在来線に乗り入れ
られないか。
3.伊丹発着の航空便設定できない
か。富山県人は圧倒的に京阪神
に多い。

　関西の奥座敷富山に行き易くす
る方策を！

 「とやまの水」をもっと全国に知
らせるべき。

　富山県では、富山県の自然、文化、観光、産業等の魅力を全国に紹介し、富山ブランド及び富山県の地域イメー
ジの向上を図るため、県外在住の各界各分野でご活躍の方々で趣旨に賛同いただいた方に「とやまふるさと大使」
を委嘱しています。是非、とやまふるさと大使へのご就任をお願いいたします。

富山県からのお知らせ ①

「とやまふるさと大使」について

「 ジョイフルカード協賛施設一覧 」〈平成28年度〉

1. とやまふるさと大使の職務
（1）日常的な活動における富山県の魅力の紹介
（2）富山県の魅力発信、富山ブランド及び富山県の地域イメージの向

上に関する提言または助言

2. とやまふるさと大使の要件
次の要件を満たし、本制度の趣旨に賛同いただける方
（1）富山県出身又はゆかりがあり、富山県外に在住する方
（2）富山県に理解、関心及び愛着がある方
（3）富山県の魅力を紹介する機会を有する方

3. 現在数（平成28年11月1日現在） 393名

4. とやまふるさと大使の名刺について

　とやまふるさと大使には、富山の魅力紹介の際に活用いただくため、氏名入りの名刺を贈呈いたします。名
刺の表面には「世界で最も美しい湾クラブ」に加盟した富山湾の写真が使用されています。
　また、裏面は、県内の70施設以上で割引等の特典が受けられる、おトクなクーポンになっています（JOYFUL
　CARD）。 ※氏名のルビ（ローマ字表記）は、ご希望の場合のみ記載します。

是非、とやまふるさと大使へのご就任をお願いいたします。 問合せ先：富山県知事政策局管理担当
電話：076-444-4494
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　今年度の会員交流会（7月13日（水）開催）のご案内にあわせて皆様からいただきましたメッセージを、
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市町村 ジョイフルカード協賛施設名 割引区分 主な割引内容

朝日町
朝日町立ふるさと美術館 入館料割引 入館料2割引
一般財団法人百河豚美術館 入館料割引 大人700円→500円
なないろKAN 体験料割引 陶芸体験1割引き

黒部市
うなづき友学館 入館料割引 大人300円→240円
セレネ美術館（黒部市宇奈月国際会館） 入館料割引 大人610円→510円
黒部市吉田科学館（プラネタリウム） 観覧料割引 大人300円→240円
黒部市美術館 入館料割引 団体割引にて入館

魚津市 魚津埋没林博物館 入館プレゼント 入館プレゼントオリジナル絵はがき
金太郎温泉 入館料割引 日帰り温泉カルナの館1日大人1,640円→1,040円

滑川市
深層水体験施設 タラソピア 利用料割引 大人850円→750円（ダイナミックゾーンのみ）
ほたるいかミュージアム 入館料割引 大人800円→700円
滑川市民交流プラザ 入浴料割引 大人620円→570円

上市町 西田美術館 入館料割引 大人　常設展500円→400円、企画展700円→500円

立山町
立山博物館 観覧料割引 常設展・企画展観覧料をそれぞれ団体割引
とやま健康の森　グリーンパーク吉峰 入浴料割引 大人・小人入浴料割引
富山県 立山カルデラ砂防博物館 入館料割引 大人　400円→320円

富山市

富山県立近代美術館 観覧料割引 常設展・企画展をそれぞれ団体割引
富山県水墨美術館 観覧料割引 常設展・企画展観覧料をそれぞれ団体割引
高志の国文学館 観覧料割引 常設展・企画展をそれぞれ団体割引
富山県民会館分館 豪農の館 内山邸 観覧料割引 入館料　200円→180円
富山県民会館分館 薬種商の館 金岡邸 観覧料割引 入館料　200円→180円
北前船廻船問屋　森家 入館料割引 大人100円→90円
浮田家住宅 入場料割引 大人100円→90円
富山市ガラス美術館 観覧料割引 企画展・常設展の観覧料をそれぞれ団体料金に割引
富山市科学博物館 観覧料割引 大人、小人料金を団体割引

いきいきKAN 買物特典 薬膳カフェ 癒楽甘 春々堂にて1,000円以上
お買い上げで粗品進呈

富山市民俗民芸村 入館料割引 大人520円→410円
富山市ファミリーパーク 入園料割引 大人500円→400円（本券一枚で1名様のみ）
富山市天文台 観覧料割引 観覧料金を団体割引
富山市郷土博物館（富山城） 入館料割引 観覧料を団体料金に割引
富山市佐藤記念美術館 入館料割引 観覧料を団体料金に割引
富山市定期観光バス 利用料割引 定期観光バス料金1割引
いこいの村　磯波風 入浴料割引 大人500円→400円
やまふじぶどう園・ホーライサンワイナリー ワイン200円引 ワイン（720ml）200円引
音川観光ぶどう園 入園料割引 入園料100円引
八尾曳山展示館 入館料割引 大人･小人料金を団体割引
八尾おわら資料館 入館料割引 大人210円→160円
桂樹舎 和紙文庫 入館料割引 大人500円→400円
猪谷関所館（富山市） 入館料割引 入館料割引150円→120円
牛岳温泉健康センター 入館料割引 入館料割引
大沢野ウェルネスリゾート ウィンディ お食事5%割引 レストラン「アナナス」でのお食事5％割引

市町村 ジョイフルカード協賛施設名 割引区分 主な割引内容

射水市

射水市新湊博物館 入館料割引 大人310円→250円
射水市陶房 「匠の里」 施設使用料割引 大人210円→150円
海王丸パーク／帆船海王丸 乗船料割引 大人400円→350円
射水市大島絵本館 入館料割引 入館料を団体割引

射水市竹内源造記念館 体験参加者
プレゼント

「光るシックイボール」体験者には「飾り台」プレゼント。
「本格鏝絵」体験者には、「オリジナル一筆箋」プレゼント。

高岡市

高岡市伏木北前船資料館 入館料割引 大人210円→160円
高岡市美術館 入館料割引 （企画展）団体料金
高岡市土蔵造りのまち資料館 入館料割引 大人200円→150円
武田家住宅 入館料割引 大人210円→170円
高岡市伏木気象資料館 入館料割引 大人210円→160円
高岡市万葉歴史館 入館料割引 大人40円引き（他特典との併用不可）
ミュゼふくおかカメラ館 入館料割引 大人60円引き
高岡御車山会館 観覧料割引 観覧料300円→240円

小矢部市
小矢部市大谷博物館 入館プレゼント 入館プレゼント　桜町遺跡オリジナル絵はがき

クロスランドおやべ 入館料割引 ◆クロスランドタワー、ダ・ビンチテクノミュー
ジアム、パターゴルフを団体割引

砺波市

チューリップ四季彩館 入館料割引 常設展・特別企画展　2割引
砺波市美術館 入館料割引 大人210円→160円（常設展のみ）
庄川美術館 入館料割引 庄川美術館（企画展により料金変動）団体割引き
庄川水資料館 入館料割引 庄川水資料館　大人210円→160円

庄川峡湖上遊覧船 乗船料割引 （1） 定期便　大人2,800円→2,520円
（2） 短時間遊覧　大人1,000円→900円

南砺市

南砺市立福光美術館 入館料割引 観覧料2割引
じょうはな織館 利用料割引 卓上機織体験100円引き（要予約）
城端曳山会館 入館料割引 大人510円→410円
井波彫刻総合会館 入館料割引 大人500円→400円
いなみ木彫りの里創遊館 入館料割引 不思樹シアター大人400円→300円

桜ヶ池クアガーデン 利用料割引 アクアオアシスプール（温泉入湯料込）大人
1,500円→1,200円

道の駅たいら 五箇山和紙の里 入館料割引 大人200円→150円
国指定重要文化財　村上家 入館料割引 大人300円→240円
五箇山温泉　国民宿舎五箇山荘 入浴料割引 大人500円→400円
相倉民俗館 入館料割引 各館、相倉伝統産業館共通券とも団体割引にて入館
五箇山民俗館 入館料割引 五箇山民俗館・塩硝の館共通　大人300円→240円
塩硝の館 入館料割引 五箇山民俗館と塩硝の館共通　大人300円→240円
岩瀬家住宅 入館料割引 大人300円→240円
逗留の宿 天竺温泉の郷 本館売店5%割引 本館売店5％割引　　
瞑想の郷 入館料割引 大人（中学生以上）600円→540円
利賀そばの郷（そばの館） 入館料割引 大人（中学生以上）300円→270円
法林寺温泉 宿泊料割引 宿泊料金素泊まり 100円引き

氷見市 氷見市立博物館 入館料割引 常設展のみ　大人100円→60円
富山県内 富山県ゴルフ連盟 要問合わせ 県外からのお客様に限り特典あり。

※割引内容等の詳細は各施設にご確認下さい。



　問合先 ■事務局
公益財団法人  富山県ひとづくり財団
　〒930-0018　富山県富山市千歳町1-5-1　富山県教育記念館2階
　TEL076-444-2000 / FAX076-444-2001
　　　E-mail:toyama@t-hito.or.jp   http://www.t-hito.or.jp

■連絡所
富山県知事政策局
　〒930-8501　富山市新総曲輪1-7
　TEL076-444-9603 / FAX076-444-3473

富山県首都圏本部
　〒102-0093　東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館13階
　TEL03-5212-9030 / FAX03-5212-9029

富山県大阪事務所
　〒550-0004　大阪府大阪市西区靭本町1-9-15　近畿富山会館3階
　TEL06-6445-2811 / FAX06-6445-2611

富山県名古屋事務所
　〒460-0008　愛知県名古屋市中区栄4-1-1　中日ビル4階
　TEL052-261-4237 / FAX052-263-7308

TOYAMA  FAN CLUB

（2016年12月発行）


